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災害時の
活動

地域の
防災活動

教育
訓練

火災発生時の消火活動や、台
風などの自然災害時の避難誘
導や警戒巡視など。

地域の防災リーダーとして防
災指導や啓発活動、応急処置
の普及活動、広報活動など。

冷静に確実な消火活動や救助
活動ができるような日ごろの
教育・訓練など。

　地域に密着した消防機関とし
て、住民との交流を含め地域防
災力を強化することは、災害に
強いまちづくりを実現するため
に欠くことはできません。
　皆さんが安心して暮らせる古
河市を目指し、より一層取り組
んでまいりますので、消防団活
動へのご理解・ご協力をお願い
します。

　古河市消防団員の定数は426人。年齢構成は20歳代
～60歳代、平均年齢は約37歳です。
　組織は消防団本部および27個分団で編成され、分団
ごとに防災活動を担当する地区が決められています。
　現在、地域防災の重要な存在である消防団員は、少子
高齢化や産業・就業構造の変化等に伴い、年々減少し続
けています。全国的にも団員の確保が困難となってお
り、消防団員の減少による地域防災力の低下や団員の確
保は喫

きっ

緊
きん

の課題となっています。

階級 人数 職務

　分団長 1人 　分団（団員15人程度）の指揮

　副分団長 1人 　分団長の補助と班（団員5人程度）
　の指揮

　班長 2人 　班の指揮

　団員 11人 　各長の指揮による消防活動

■分団の編成(平成27年4月1日現在)

古河市消防団　
団長　内田信一

女性消防団員による
応急手当訓練二市一町合同水防訓練

幹部教養訓練 消防ポンプ操法練習会

春季点検式 機械器具置場点検

私たちはこんな活動をしています

消防団の組織 消防団はあなたの力が
必要です


